



著者 杉本 龍勇, 青山 慎一郎, 植村 直己, 國本 眞由子












Effect of perception of self-physical fitness, value and demand for regular sport participation of 




















The purpose of this study is to understand effect of perception of self-physical fitness, value and demand for regular 
sport participation of university students on the intention of sport participation. Three different characteristics were 
identified form factor analysis. One is that, the probability of having the intention to keep frequency of sport participation 
will be higher to level up satisfaction with self-physical fitness. And the probability of having the intention to increase 
frequency of sport participation will be higher to level down satisfaction with self-physical fitness. Two is, in case of 
sport-participants, who low frequently do sport or do not, the probability of having the intention to increase frequency 
of sport participation increases by objective of sports participation for health promotion. But in case of sport-participants, 
who do high frequently sport, the probability of having the intention to increase frequency of sport participation does 
not increase by objective of sports participation for health promotion. Three is, in case of sport participants, who high 
frequently do sports is not influenced by cost of sport participation.
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　　平成 24 年 3 月に策定されたスポーツ基本計画では，「で
きる限り早期に，成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が 3
人に 2 人（65％程度），週 3 回以上のスポーツ実施率が 3 人




るが，平成 26 年度の医療費は 40 兆円を越えて過去最高と
なり，平成 25 年度よりも 1.8% 増加している 2。また，一人



















成人の週 1 回以上のスポーツ実施率は平成 21 年度におい
て 45.3％，平成 24 年度は 47.5% と緩やかではあるが上昇傾
向を示している 5。もう一つの目標となっている週 3 回以上
の運動・スポーツの実施率は，平成 22 年度では 23.5%，平
成 24 年度は 24.4% と，こちらも緩やかに上昇している 6。
また厚生労働省による国民健康・栄養調査における平成 25
年の結果では，20 歳以上の運動習慣のある者（1 回 30 分
以上の運動を週 2 回以上実施し，1 年以上継続している者
と規定）の割合は男性が 33.8%，女性が 27.2% となっている。
その中で 20 〜 29 歳の割合は男性が 16.3%，女性が 16.8%，
30 〜 39 歳の割合は男性が 13.1%，女性が 12.9% となってお
り，中高齢者の割合と比べ低い値を示している 7。これらの
調査結果を考慮すると，20 〜 30 歳代のスポーツ実施率は



































































　調査対象者を平成 27 年度 H 大学 K 学部必修体育科目受
講生とした。
　研究の手順であるが，本年度の必修体育科目の授業にお
いて，4 月および 10 月に新体力テストを実施した。そして
10 月の新体力テストの実施後の体育科目の授業内にて，調



































































































週 1 〜 2 回 262 38.6
週 3 〜 4 回 91 13.4































































































































































































































性別 .397 ★ .157 6.362 1.487
スポーツ実施頻度 -.392 ★★★ .066 35.170 .676
自身の体力に対する満足度 .206 ★★★ .056 13.779 1.229
セルフエフィカシー：天候 .192 ★★★ .051 14.187 1.212
実施目的：健康 -.284 ★★★ .054 27.455 .752
実施目的：競技力 -.343 ★★★ .056 37.351 .710
実施条件：単一種目のみ .147 ★★ .050 8.781 1.158
実施条件：知人のススメ .227 ★★★ .056 16.515 1.255
実施条件：目新しさ -.126 ★ .056 5.111 .882
注）Β：回帰係数　Exp（Β）：オッズ比
★★★ p<0.001  ★★ p<0.01  ★ p<0.05
表 27：ロジスティック回帰分析「実施しているが，今後も現状を変えるつもりはない」
B 標準誤差 Wald Exp（B）
スポーツ実施頻度 2.512 ★★★ .175 204.913 12.328
自身の体力に対する満足度 .316 ★★ .093 11.620 1.372
セルフエフィカシー：疲労度 -.330 ★★ .113 8.581 .719
セルフエフィカシー：忙しさ -.373 ★★★ .105 12.515 .689
セルフエフィカシー：天候 .455 ★★★ .093 23.773 1.577
注）Β：回帰係数　Exp（Β）：オッズ比
















































B 標準誤差 Wald Exp（B）
スポーツ実施頻度 -1.120 ★★★ .072 244.031 .326
自身の体力に対する満足度 -.223 ★★★ .051 19.210 .800
セルフエフィカシー：天候 -.198 ★★★ .046 18.401 .820
実施目的：健康 .206 ★★★ .058 12.627 1.228
実施目的：競技力 .320 ★★★ .058 30.352 1.377
実施目的：ストレス解消 -.130 ★ .062 4.405 .878
実施目的：趣味として .290 ★ .067 18.491 1.336
実施条件：経済的余裕 -.115 ★ .048 5.729 .891
実施条件：環境の雰囲気 .113 ★ .050 5.096 1.120
実施条件：単一種目のみ -.202 ★★★ .048 17.612 .817
注）Β：回帰係数　Exp（Β）：オッズ比
★★★ p<0.001  ★★ p<0.01  ★ p<0.05
表 29:ロジスティック回帰分析：「現在も実施しているが，頻度を増やしたい」
　
B 標準誤差 Wald Exp（B）
スポーツ実施頻度 2.614 ★★★ .194 181.573 13.657
自身の体力に対する満足度 -.329 ★★ .100 10.811 .720
セルフエフィカシー：疲労度 .589 ★★★ .126 21.825 1.801
セルフエフィカシー：天候 -.516 ★★★ .097 28.488 .597
実施目的：競技力 .387 ★★ .127 9.336 1.472
実施条件：費用の安さ -.182 ★ .082 4.935 .833
実施条件：単一種目のみ .225 ★ .087 6.661 1.253
実施条件：かっこよさ -.465 ★★★ .089 27.390 .628
注）Β：回帰係数　Exp（Β）：オッズ比




















































































定期的スポーツの非実施者や週 1 〜 2 回程度の実施者に対
しては，スポーツ実施への動機付けをする役割がある。し






















有効活用され，20 代〜 30 代のスポーツ実施率向上の役割
を担う機能を持つことに貢献できるようにしたい。
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